
る
。

昭
和
二
三
年
の
県
は
配
置
家
庭
薬
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
一
九
五
七
年
（
昭
和

産
地
診
断
三
一
）
及
び
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
さ
の
二
度
に
わ
た
っ
て
産

地
診
断
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
『
診
断
報
告
書
』
を
作
成
し
、
業
界
の
進
む
方
向

を
明
ら
か
に
し
、
業
界
の
指
導
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
）
一
○
月
に
報
告
さ
れ
た
『
奈
良
県
家
庭
配
置
薬
工
業

産
地
診
断
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
産
地
診
断
は
同
年
九
月
一
○
日
か
ら
一
○
月
二

日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
く
わ
し
い
解
説
づ
き
の
勧
告
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
紙
数
の
関
係
か
ら
、
と
く
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
事
項
の
承
を
摘
出
す

じ
て
各
社
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
新
規
開
拓
に
あ
た
る
。
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
）
九

月
に
三
二
人
の
婦
人
が
就
業
、
翌
年
九
月
現
在
、
一
三
人
の
婦
人
が
活
躍
し
て
い
る
。

一
企
業
の
健
康
度
を
自
己
診
断
す
る
仕
方
を
ぜ
ひ
会
得
さ
れ
る
こ
と
。

二
資
金
運
用
に
つ
い
て
、
資
金
運
用
表
を
作
成
し
、
で
き
れ
ば
毎
月
又
は
毎
月
半
期

に
作
成
し
、
自
家
の
資
金
運
用
の
跡
を
反
省
す
る
こ
と
。

６
産
地
診
断
と
調
査
報
告

一
一
奈
良
は
大
和
の
薬
屋
さ
ん

く
す
り
背
負
っ
て
や
っ
て
く
る

一
宮

い
つ
も
に
こ
に
こ
や
っ
て
く
る

大
和
の
く
す
り
は
ょ
い
く
す
り

一
二
国
も
薬
も
大
和
は
錐

恵
美
須
大
黒
薬
屋
さ
ん
か

い
つ
も
に
こ
に
こ
や
っ
て
く
る

奈
良
の
く
す
り
は
よ
く
き
く
よ

一
三
大
和
橿
原
承
柱
建
て
て

薬
よ
い
よ
い
津
々
浦
盈
へ

い
つ
も
に
こ
に
こ
や
っ
て
く
る

大
和
の
く
す
り
は
ょ
い
く
す
り

一
四
神
も
仏
も
薬
も
大
和

一
味
も
大
和
の
つ
る
し
柿

い
つ
も
に
こ
に
こ
や
っ
て
く
る

奈
良
の
く
す
り
は
よ
く
き
く
よ

一
奈
良
の
薬
屋
さ
ん
赤
尾
趣
太
郎
・
作
一→‐＝
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